


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は iる は る
?「ま「
匂|日jE禁
」め」
のなを
ど
、
つ
世
間
み
四
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
の
第
十
七
句
1
1
「
亮
」
と
「
誰
奥
」
ロ
我
志
誰
奥
亮
、
賞
、
心
惟
良
知
。
十
七
匂
自
の
「
我
が
志
い
」
が
、
直
前
の
二
句
に
詠
じ
ら
れ
た
願
望
「
逝
き
て
将
に
秋
水
を
候
ち
、
景
を
息
ま
せ
旧
崖
に
値
せ
ん
と
す
」
を
指
す
こ
と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
先
行
研
究
に
も
、
こ
の
点
の
分
岐
は
見
出
せ
な
い
。
問
題
は
、
十
七
句
日
末
字
の
「
亮
」
で
あ
る
。
李
普
は
、
十
七
句
目
に
は
一
語
に
の
み
付
注
し
て
い
る
。
末
字
の
「
官
歪
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
毛
斐
の
「
詩
伝
」
に
い
う
。
「
売
は
、
信
で
あ
る
」
。
(
毛
蓑
詩
惇
目
、
亮
、
信
也
)
「
亮
は
、
信
な
り
」
と
い
う
毛
伝
は
、
現
行
の
『
毛
詩
』
に
見
当
た
ら
な
い
。
だ
が
李
普
の
当
時
、
こ
れ
は
、
加
風
「
柏
舟
」
の
毛
伝
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
現
行
の
「
柏
舟
」
全
二
章
の
各
章
末
句
「
不
諒
人
只
」
に
付
さ
れ
た
毛
伝
に
は
、
「
諒
は
、
信
な
り
」
と
あ
る
。
と
こ
。
ろ
が
、
先
行
研
究
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
唐
代
初
期
の
陸
3
徳
明
(
?
|
六
三
一
O
年
)
の
「
毛
詩
音
義
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
不
亮
」
(
の
「
亮
」
字
)
は
、
「
諒
」
字
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。
(
音
は
)
力
尚
の
反
。
信
で
あ
る
。
(
不
亮
、
本
亦
作
諒
。
力
尚
反
。
信
也
)
右
の
一
条
か
ら
、
以
下
の
三
点
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
隆
徳
明
が
底
本
と
し
て
見
て
い
た
『
毛
詩
』
は
、
本
文
を
「
不
亮
人
只
」
に
作
っ
て
い
た
こ
と
。
そ
の
毛
伝
も
「
亮
は
、
信
な
り
」
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
。
し
か
し
一
方
、
本
文
を
「
不
諒
人
只
」
に
作
る
別
本
が
あ
り
、
陸
徳
明
は
そ
れ
を
も
参
照
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
。
陸
徳
明
は
、
李
善
が
『
文
選
注
』
を
上
進
し
た
年
の
、
三
十
数
年
か
ら
=
一
十
年
ほ
ど
前
に
没
し
て
い
る
。
近
い
後
輩
で
あ
る
李
善
の
見
た
「
毛
詩
』
が
、
陸
徳
明
の
見
て
い
た
本
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
李
普
の
引
用
し
た
毛
伝
「
亮
は
、
信
な
り
」
は
、
肺
風
「
柏
舟
」
の
「
亮
は
、
信
な
り
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
榔
風
「
柏
舟
」
は
、
毛
序
に
よ
れ
ば
、
「
共
美
」
の
誓
い
の
う
た
あ
と
つ
き
で
あ
る
。
「
共
美
」
は
、
衛
国
の
世
子
「
共
伯
」
の
妻
で
あ
っ
た
。
「
共
伯
」
が
早
世
し
て
寡
婦
と
な
っ
た
「
共
美
」
は
、
離
縁
し
て
再
嫁
す
る
よ
う
、
父
母
に
迫
ら
れ
た
。
だ
が
「
共
菱
」
は
「
柏
舟
」
を
作
っ
て
父
母
を
拒
絶
し
た
、
と
い
う
。
二
章
章
七
句
の
「
柏
舟
」
の
第
一
章
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
現
行
の
『
毛
詩
』
を
引
く
。
汎
彼
柏
舟
、
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
ヒ
ノ
キ
の
船
が
在
彼
中
河
。
河
の
中
に
。
髭
彼
雨
尉
培
、
垂
れ
き
が
る
こ
つ
の
垂
れ
髪
(
の
ひ
と
)
よ
寅
惟
我
儀
。
ま
こ
と
に
そ
は
私
の
つ
れ
あ
い
。
之
死
矢
廊
色
。
死
に
至
る
も
誓
っ
て
ふ
た
ご
こ
ろ
無
き
に
母
也
天
只
。
母
よ
父
よ
わ
た
し
不
諒
人
只
。
人
を
信
じ
て
は
く
だ
さ
ら
ぬ
。
現
行
の
毛
伝
に
は
「
『
諒
』
は
、
信
な
り
。
母
や
天
す
ら
、
尚
お
我
を
信
ぜ
ず
。
天
と
は
、
父
を
謂
う
な
り
(
諒
、
信
也
。
母
也
天
也
、
尚
不
信
我
。
天
、
謂
父
也
)
」
と
あ
る
。
孔
穎
遠
の
正
義
も
「
母
や
父
や
、
何
ぞ
尚
お
我
を
信
ぜ
ざ
る
や
、
而
し
て
我
を
嫁
が
し
め
ん
と
欲
す
と
謂
う
や
(
母
也
父
也
、
畑
山
詞
尚
不
信
我
也
、
市
欲
嫁
我
哉
)
」
と
く
り
か
え
す
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
李
善
が
「
亮
」
の
注
に
右
の
「
毛
喪
詩
油
田
」
を
引
用
す
る
の
は
、
今
に
残
る
『
文
選
』
李
普
注
を
見
る
限
り
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
七
句
目
の
一
箇
所
の
み
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。『
文
選
』
収
録
作
品
に
、
「
亮
」
字
が
な
い
の
で
は
な
い
。
諸
葛
亮
、
孫
亮
、
庚
亮
、
体
売
な
ど
の
人
名
や
、
「
骨
量
亮
」
(
巻
十
六
所
収
向
秀
「
思
旧
賦
序
」
ほ
か
)
、
「
翻
亮
」
(
巻
十
七
所
収
陸
機
「
文
賦
」
)
、
「
惨
亮
」
(
巻
十
入
所
収
替
康
「
琴
賦
」
ほ
か
)
な
ど
の
オ
ノ
マ
ト
ベ
を
除
い
て
も
、
『
文
選
』
本
文
に
は
、
四
十
例
足
ら
ず
の
「
宣
告
字
が
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
の
半
数
以
上
に
、
李
善
は
注
を
付
し
て
い
な
い
。
『
文
選
』
の
始
め
の
方
か
ら
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
行
論
の
便
宜
上
、
挙
例
に
番
号
を
冠
し
、
「
亮
」
字
に
鈎
括
弧
を
付
す
。
え
だ
し
ら
1
.
鳴
る
条
は
律
べ
暢
び
や
か
に
、
飛
ぶ
音
は
響
き
「
亮
」
た
り
。
(
鳴
候
律
暢
、
飛
音
響
亮
)
(
巻
五
左
思
「
呉
都
賦
」
)
2
危
う
き
に
臨
み
て
智
勇
奮
い
、
命
を
投
じ
て
高
節
「
亮
」
た
り
。
(
臨
危
而
智
勇
替
、
投
命
而
高
節
亮
)(
巻
十
潜
岳
「
西
征
賦
」
)
3
農
人
の
萩
持
を
視
、
稼
稲
の
娘
難
を
「
亮
」
す
。
(
視
農
人
之
オ
萩
粁
、
亮
稼
稿
之
娘
難
)
(
巻
十
一
何
妾
「
景
福
殿
賦
」
)
M
U
お
り
こ
か
わ
h
u
U
ま
じ
佐
4
貞
「
亮
」
を
燐
み
以
て
控
と
為
し
、
伎
芸
を
雑
え
以
て
{
、
お
び
だ
ま
ω
桁
と
為
す
。
(
鮮
貞
亮
以
潟
灘
、
雑
伎
芸
以
篤
桁
)
山
山
(
巻
十
五
張
衡
「
恩
玄
賦
」
)
ぬ
い
札
い
同
5
貌
の
(
君
主
の
)
頼
は
「
亮
」
な
る
と
き
以
て
治
に
従
い
、
l
?
れ
い
ふ
せ
た
お
凶
鬼
は
(
杜
)
因
を
充
ぎ
以
て
秦
(
の
寧
)
を
鎗
す
。
(
貌
頼
詩
亮
以
従
治
、
鬼
允
回
以
姥
泰
)
(
同
右
)
引
1
の
「
亮
」
は
、
音
が
高
く
明
ら
か
な
意
で
あ
る
こ
と
が
、
即
座
に
配
分
か
る
。
2
と
4
の
「
亮
」
は
「
高
節
」
や
「
貞
」
に
連
接
し
て
い
「返
る
の
で
、
貞
節
が
し
っ
か
り
と
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
と
推
察
で
き
る
。
鵬
3
と
5
が
一
見
わ
か
り
に
く
い
が
、
じ
つ
は
、
3
は
『
尚
書
』
無
逸
篇
の
記
す
周
公
の
言
葉
を
、
5
は
『
春
秋
左
氏
停
』
宣
公
十
五
年
3
に
あ
る
貌
願
と
亡
霊
の
物
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま
え
て
い
る
。
李
普
も
そ
れ
ら
を
注
に
引
い
て
い
る
。
3
「
稼
楢
の
銀
難
を
「
亮
」
す
」
の
典
故
と
な
る
周
公
の
言
葉
は
、
「
鳴
呼
、
君
子
は
所
と
し
て
其
れ
逸
す
る
無
し
。
先
ず
稼
楢
の
娘
難
を
知
り
て
、
乃
ち
逸
す
」
で
あ
る
。
「
稼
稿
の
線
難
を
「
亮
」
す
」
の
典
故
に
「
稼
稿
の
銀
難
を
知
り
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
3
の
「
亮
」
は
、
「
知
る
」
意
に
近
い
と
分
か
る
。
め
い
れ
い
5
「
貌
の
穎
は
「
亮
」
な
る
と
き
以
て
治
に
従
い
」
が
踏
ま
え
る
典
故
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
貌
の
武
子
が
病
い
に
臥
し
た
時
、
自
ら
の
愛
妾
を
「
嫁
が
せ
よ
」
と
、
息
子
の
穎
に
命
じ
た
。
し
か
し
病
い
が
重
る
と
、
彼
女
を
「
殉
死
さ
せ
よ
」
と
命
令
を
変
え
た
。
武
子
の
死
後
、
穎
は
、
彼
女
を
嫁
が
せ
た
。
の
ち
、
秦
と
の
い
く
さ
の
際
、
頼
は
、
一
人
の
老
人
が
秦
の
力
人
の
杜
回
を
顕
か
せ
た
の
を
見
た
。
社
回
が
捕
ら
え
ら
れ
、
秦
は
敗
退
し
た
。
社
回
を
頗
か
せ
た
老
人
は
亡
霊
で
、
か
つ
て
頼
が
、
武
子
の
最
初
の
命
令
に
「
従
」
っ
て
嫁
が
せ
た
女
性
の
、
父
親
で
あ
っ
た
。
こ
の
亡
霊
の
報
恩
物
語
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
5
の
「
亮
」
と
は
、
貌
武
子
の
判
断
力
が
「
明
ら
か
」
で
あ
っ
た
状
態
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
用
例
か
ら
う
か
が
う
に
、
前
後
の
文
脈
や
踏
ま
え
た
典
故
に
よ
っ
て
意
味
の
取
れ
る
「
亮
」
に
、
李
普
は
こ
と
さ
ら
に
釈
義
を
付
さ
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
だ
が
、
『
文
選
』
に
お
け
る
6
例
自
の
「
亮
」
は
、
以
上
の
5
例
と
異
な
っ
て
い
る
。
6
例
目
は
陸
機
Am》
む
〈
げ
の
「
歎
逝
賦
」
に
あ
り
、
「
朝
に
生
じ
タ
に
隈
ち
る
」
「
日
及
」
の
は
32 
か
な
さ
を
「
歎
」
じ
て
、
次
の
よ
う
に
綴
ら
れ
る
。
李
善
注
と
と
も
に
挙
げ
る
。
ム
M
そ
ひ
8
6
「
亮
」
造
化
の
搭
く
の
若
く
ん
ば
、
吾
れ
安
ん
ぞ
夫
の
久
長
し
き
を
取
ら
ん
。
(
亮
造
化
之
若
抜
、
五
口
安
取
夫
久
長
)
李
普
注
「
爾
雅
日
く
、
亮
は
、
信
な
り
(
爾
雅
目
、
亮
、
信
也
こ
(
巻
十
六
陸
機
「
歎
逝
賦
」
)
『
文
選
』
の
「
亮
」
に
対
す
る
李
普
の
釈
義
の
中
で
は
、
右
の
6
の
よ
う
な
『
爾
雅
』
の
引
用
が
、
じ
つ
は
も
っ
と
も
多
い
。
以
下
に
そ
れ
ら
を
掲
げ
る
。
い
よ
い
の
7
「
亮
」
瑛
磁
の
美
を
懐
き
、
積
む
こ
と
久
し
く
し
て
徳
盗
よ
宣
ぶ
。
(
亮
懐
瑛
橋
美
、
積
久
徳
遜
宣
)
李
普
注
「
爾
雅
日
く
、
亮
は
、
信
な
り
」
(
巻
二
十
四
曹
植
「
贈
徐
幹
」
詩
)
よ
わ
8
.
急
絃
に
儒
き
響
き
無
く
、
「
亮
」
節
は
音
を
為
し
難
し
。
(
急
絃
無
儒
響
、
亮
節
難
矯
音
)
李
善
注
「
爾
雅
日
く
、
亮
は
、
信
な
り
。
謂
え
ら
く
、
貞
信
の
節
有
ら
ば
、
言
は
必
ず
慨
慨
す
、
故
に
『
難
し
』
と
日
う
な
り
、
と
(
(
前
略
)
謂
有
貞
信
之
節
、
言
必
陳
慨
、
故
日
雄
也
)
」
(
巻
二
十
人
陸
機
「
猛
虎
行
」
)
9
君
「
亮
」
高
節
を
執
ら
ば
、
賎
妾
亦
た
何
を
か
為
さ
ん
。
(
君
亮
執
高
節
、
賎
妾
亦
何
矯
)
李
普
注
「
爾
雅
日
く
、
亮
は
、
信
な
り
」
(
巻
二
十
九
「
古
詩
」
十
九
首
其
八
)
m
玄
微
子
日
く
「
予
「
亮
」
願
え
り
。
・
」
(
玄
微
子
日
、
予
亮
願
鷲
。
)
李
善
注
「
爾
雅
日
く
、
亮
は
、
信
な
り
」
(
巻
三
十
四
市
田
植
「
七
啓
」
)
李
善
が
『
爾
雅
』
の
釈
義
を
付
注
す
る
右
の
5
例
の
う
ち
、
7
と
9
と
mで
は
、
「
亮
」
の
直
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
懐
く
」
「
執
る
」
「
願
う
」
と
い
う
動
詞
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
亮
」
は
、
『
爾
雅
』
の
釈
す
る
「
信
」
を
連
用
修
飾
語
に
読
む
、
「
ま
こ
と
に
」
で
あ
ろ
う
。
6
で
は
、
「
亮
」
の
直
後
に
「
造
化
の
抜
く
の
若
し
」
と
い
う
王
述
構
文
が
位
置
す
る
。
構
造
は
、
7
、
9
、
叩
と
同
様
で
あ
る
。
8
の
「
亮
」
の
み
、
「
節
」
と
い
う
名
詞
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
。
李
普
は
原
文
の
「
亮
節
」
を
、
「
貞
信
の
節
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
「
亮
」
は
、
『
爾
雅
』
の
「
信
」
を
述
体
修
飾
語
に
読
む
「
ま
こ
と
の
」
「
貞
し
く
誠
実
な
」
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
文
選
』
に
は
、
『
爾
雅
』
を
引
用
せ
ず
に
、
原
文
の
「
亮
」
を
、
「
売
は
、
信
な
り
」
「
信
は
、
亮
な
り
」
と
釈
す
る
注
も
存
在
す
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
は
李
普
の
注
で
は
な
く
、
李
善
が
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
、
「
雌
騒
」
の
王
逸
注
(
巻
コ
一
十
二
所
収
)
と
班
固
「
典
引
」
の
薬
邑
注
(
巻
四
十
人
所
収
)
で
あ
る
。
さ
ら
に
李
普
の
注
に
は
、
古
典
の
引
用
で
は
な
く
、
右
の
王
逸
注
や
察
邑
注
の
よ
う
に
、
自
ら
直
接
「
亮
」
を
釈
義
し
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
だ
が
そ
れ
ら
は
、
「
亮
は
、
信
な
り
」
で
は
な
く
、
「
亮
は
、
明
な
り
」
と
い
う
、
次
の
ご
例
で
あ
る
。
も
孔
寸
心
若
し
「
亮
」
な
ら
ず
ん
ば
、
微
命
察
す
る
に
糸
の
如
し
。
(
寸
心
若
不
亮
、
微
命
察
如
総
)
李
普
注
「
亮
は
猶
お
、
明
の
ご
と
き
な
り
」
(
巻
二
十
六
謝
霊
運
「
初
殻
石
首
城
」
)
ロ
佼
佼
た
る
「
亮
」
月
、
高
き
隅
に
鹿
れ
り
。
(
岐
佼
亮
月
、
麗
子
高
隅
)
李
善
注
「
亮
は
、
明
な
り
」
(
巻
二
十
九
替
康
「
雑
詩
」
)
日
は
謝
霊
運
の
詩
で
あ
る
。
謝
霊
速
が
、
会
稽
太
守
の
孟
顕
に
よ
っ
て
「
異
志
」
あ
り
と
謹
告
さ
れ
、
皐
帝
に
対
し
て
完
罪
を
晴
ら
そ
う
と
し
た
と
き
の
作
と
、
李
善
は
解
釈
し
て
お
り
、
以
来
そ
の
解
釈
が
定
着
し
て
い
る
。
日
の
「
亮
」
は
、
句
の
構
成
上
、
前
掲
し
た
6
、
7
、
9
、
mの
け
よ
う
な
「
ま
こ
と
に
」
と
い
う
連
用
修
飾
語
で
は
な
い
。
他
方
、
8
惜
の
よ
う
な
「
貞
信
な
」
と
い
う
意
味
で
も
、
あ
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ω
ら
ば
、
菟
罪
を
訴
え
て
い
る
以
上
、
そ
の
「
寸
心
」
は
、
す
で
に
「
貞
茂
信
」
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
元
来
坊
の
「
貞
信
」
が
、
対
他
的
に
、
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
皇
帝
に
対
し
て
お
「
明
」
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
く
ば
、
す
な
わ
ふ
も
詩
ち
「
寸
心
若
し
「
亮
」
な
ら
ず
ん
ば
」
、
わ
が
「
微
命
」
は
「
糸
亭
の
如
」
く
断
た
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
、
と
日
は
詠
ず
る
。
よ
っ
て
銅
右
の
匂
は
「
寸
心
が
も
し
貞
信
で
な
け
れ
ば
」
で
は
な
く
、
「
す
心
「速
が
も
し
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
」
と
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
掘
ゆ
え
に
李
善
は
、
U
の
「
亮
」
が
「
爾
雅
日
く
、
亮
は
、
信
な
り
」
で
は
な
く
、
「
亮
は
、
明
な
り
」
で
あ
る
と
、
紛
れ
ぬ
よ
う
に
付
注
目
2
:
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
ロ
の
「
亮
」
は
、
「
月
」
に
か
か
る
連
体
修
飾
語
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
明
」
で
あ
る
こ
と
は
、
言
を
待
た
な
い
。
以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
作
中
の
「
亮
」
字
に
つ
い
て
、
李
善
は
、
前
後
の
文
脈
や
典
故
か
ら
そ
の
意
味
が
明
ら
か
に
判
断
で
き
る
場
合
は
、
こ
と
さ
ら
に
注
を
付
し
て
い
な
い
。
他
方
、
「
亮
は
、
明
な
り
」
で
あ
る
時
は
、
そ
の
旨
を
自
ら
の
文
で
明
言
す
る
。
そ
し
て
「
亮
は
、
信
な
り
」
で
あ
る
時
に
は
、
『
爾
雅
』
を
引
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
で
は
ひ
る
が
え
っ
て
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
七
勾
自
の
「
亮
」
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
李
善
は
こ
こ
に
「
毛
裏
詩
体
」
の
「
亮
は
、
信
な
り
」
を
引
用
し
た
。
そ
れ
は
、
十
七
句
自
の
ぺ
亮
」
の
合
意
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
容
易
に
判
断
で
き
る
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
が
、
「
亮
は
、
明
な
り
」
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
い
っ
ぽ
う
、
「
亮
は
、
信
な
り
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
李
善
が
『
文
選
』
の
他
の
箇
所
で
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
『
爾
雅
」
を
引
け
ば
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
爾
雅
』
は
引
か
れ
ず
、
同
文
の
「
毛
裏
詩
偲
」
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
。
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
七
句
目
が
、
く
だ
ん
の
「
毛
裏
詩
侍
」
の
付
さ
れ
て
い
る
『
毛
詩
』
脚
風
「
柏
舟
」
の
一
節
に
、
通
ず
る
所
が
あ
る
、
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
一
度
、
「
売
は
、
信
な
り
」
の
付
さ
れ
た
「
柏
舟
」
の
当
該
詩
句
を
見
て
み
よ
う
。
便
宜
上
、
詩
句
中
に
番
号
を
付
す
。
34 
い
た
ら
ヵ
，
A
た
ご
こ
ろ
な
①
死
に
之
る
も
矢
い
て
包
廃
き
に
(
之
死
矢
廊
色
)
ち
ち
②
母
や
天
よ
(
母
也
天
只
)
わ
れ
し
ん
③
人
を
亮
ぜ
ず
(
不
売
人
只
)
他
方
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
七
句
目
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
④
我
志
⑤
誰
奥
⑥
亮
「
柏
舟
」
の
当
該
詩
句
と
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
七
句
目
と
は
、
以
下
の
構
造
を
共
有
す
る
。
最
初
に
、
①
「
之
死
矢
鹿
包
」
、
③
「
我
士
山
」
と
、
詩
の
主
人
公
の
誓
い
や
願
い
が
提
示
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
②
「
母
也
天
只
」
、
⑤
「
誰
興
」
と
、
主
人
公
以
外
の
他
者
が
示
さ
れ
る
。
L
ん
最
後
に
、
③
「
不
売
人
口
ハ
」
、
⑥
「
亮
」
と
、
「
亮
ず
」
と
い
う
意
の
動
詞
を
中
核
と
し
た
述
語
が
配
さ
れ
る
。
こ
の
構
造
の
類
似
が
、
李
善
を
し
て
、
『
爾
雅
』
で
は
な
く
、
「
柏
舟
」
の
「
毛
蓑
詩
停
」
を
想
起
せ
し
め
た
の
で
は
な
い
か
。
構
造
が
類
似
す
れ
ば
、
意
味
も
似
て
く
る
。
こ
こ
か
ら
李
善
が
、
「
柏
舟
」
の
当
該
詩
句
と
ほ
ぼ
同
様
に
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
七
句
日
を
解
し
た
可
能
性
が
、
浮
上
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
柏
舟
」
が
、
夫
へ
ふ
た
ご
一
』
ろ
な
ち
ち
し
ん
の
「
包
際
さ
」
が
「
母
や
天
」
に
「
亮
」
じ
て
も
ら
え
ぬ
と
詠
じ
て
い
る
よ
う
に
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
も
、
「
我
が
志
い
」
が
「
誰
に
し
ん
奥
」
「
亮
」
じ
て
も
ら
え
よ
う
か
、
と
歎
い
て
い
る
、
と
。
「
柏
舟
」
わ
れ
上
の
最
終
句
「
人
を
亮
ぜ
ず
」
と
い
う
絶
望
的
な
否
定
の
辞
が
、
「
商
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
七
匂
目
に
も
響
い
て
い
る
、
と
解
し
う
る
余
地
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
そ
れ
で
は
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
七
句
目
の
「
誰
奥
」
が
、
「
誰
と
と
も
に
」
で
は
な
く
、
「
誰
に
た
い
し
て
」
と
読
み
う
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
も
っ
と
も
「
誰
と
と
も
に
」
も
「
誰
に
た
い
し
て
」
も
、
「
誰
」
が
、
後
続
す
る
動
詞
の
、
主
体
か
客
体
か
、
と
い
う
だ
け
の
違
い
で
あ
る
。
後
続
す
る
動
詞
に
緊
密
に
関
わ
っ
て
い
る
点
で
は
変
わ
り
が
な
い
。
謝
霊
速
や
李
善
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
主
体
と
客
体
、
我
と
彼
と
を
あ
く
ま
で
峻
別
す
る
現
代
の
我
々
ほ
ど
、
両
者
の
あ
い
だ
の
隔
た
り
が
大
き
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
ま
れ
、
謝
霊
速
の
今
に
残
る
詩
文
に
徴
す
る
と
、
「
誰
興
」
に
は
以
下
の
二
例
が
見
出
さ
れ
る
。一
つ
は
、
「
芸
文
類
緊
』
巻
八
に
そ
の
一
部
が
収
め
ら
れ
る
「
石
門
岩
上
に
宿
る
」
詩
で
あ
る
。
山
中
に
宿
っ
た
夜
の
、
不
可
思
議
に
も
美
し
い
景
物
を
詠
じ
た
後
、
最
終
聯
を
次
の
よ
う
に
結
ぶ
。
ω妙
物
莫
潟
賞
、
す
ば
ら
し
き
も
の
が
賞
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
芳
醗
誰
血
ハ
伐
。
芳
し
い
酒
を
「
誰
典
」
誇
ろ
う
か
美
人
寛
不
束
、
美
し
い
人
は
つ
い
に
来
な
い
陽
阿
徒
崎
髪
。
日
な
た
で
む
な
し
く
髪
を
乾
か
す
ば
か
り
十
一
句
目
に
「
美
人
克
に
来
ら
ず
」
と
あ
る
。
「
芳
酪
」
を
、
「
美
人
」
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
「
美
人
」
と
と
も
に
、
「
伐
」
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
誰
奥
」
は
、
「
誰
興
(
対
し
て
)
」
レら
4
U
と
「
誰
と
奥
に
」
の
両
様
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
黄
節
氏
は
「
誰
が
私
と
と
も
に
そ
の
美
を
理
解
す
る
だ
ろ
う
と
一
吉
う
の
で
あ
る
(
言
誰
奥
我
共
領
其
美
也
)
」
、
顧
紹
柏
氏
は
「
私
と
い
っ
し
ょ
に
称
美
し
、
芳
し
い
酒
を
味
わ
う
人
が
い
な
い
と
一
一
吉
田
う
(
謂
元
人
与
我
一
起
称
美
、
品
嘗
芳
酪
)
」
と
記
す
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
先
達
に
従
い
、
「
誰
と
と
も
に
」
の
傾
き
が
強
い
と
解
し
て
お
こ
う
。
も
う
一
つ
は
、
『
永
嘉
勝
志
』
巻
三
十
三
等
の
収
め
る
「
帰
瀬
三
爆
布
に
発
し
て
両
渓
を
望
む
」
詩
で
あ
る
。
「
登
惨
を
窮
め
る
」
山
行
を
綴
っ
た
の
ち
、
八
聯
目
に
次
の
よ
う
に
詠
じ
る
。
日
風
雨
非
依
怯
、
風
や
雨
は
厭
い
は
し
な
い
が
つ
擁
志
誰
奥
宣
。
思
い
を
胸
に
し
て
も
「
誰
奥
」
宣
べ
よ
う
M
U
 
川
市
黄
氏
は
、
該
匂
に
と
く
に
言
及
し
な
い
。
顧
氏
は
「
た
と
え
風
雨
に
川
襲
わ
れ
て
も
残
念
で
は
な
い
が
、
た
だ
一
つ
残
念
な
の
は
、
い
ま
私
市
川
が
思
い
を
吐
露
す
る
の
に
耳
傾
け
て
く
れ
る
一
人
の
知
己
も
さ
が
L
M
だ
せ
な
い
こ
と
(
即
使
遺
風
雨
侵
襲
也
不
可
情
、
唯
一
可
惜
的
是
目
功
前
技
不
到
一
十
知
己
来
聴
我
吐
露
心
志
)
」
と
解
説
す
る
。
顧
氏
は
、
詩
十
六
句
目
の
「
誰
奥
」
を
「
誰
に
た
い
し
て
」
と
解
し
て
い
る
の
で
配
あ
る
。
た
し
か
に
、
該
勾
末
字
が
「
宣
」
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
「
誰
」
酬
は
「
宣
」
の
対
象
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
顧
氏
の
記
す
と
お
り
、
「
志
「運
を
擁
し
」
て
い
て
も
そ
れ
を
、
「
誰
に
た
い
し
て
」
「
宣
」
ベ
ょ
う
か
鵡
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
5
右
の
詩
句
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
該
3
勾
「
擁
志
誰
奥
宣
」
の
う
ち
中
三
字
「
士
山
誰
血
(
」
が
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
七
句
目
「
我
志
誰
奥
亮
」
の
中
=
一
字
と
、
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
に
残
る
謝
霊
運
作
と
さ
れ
る
詩
の
中
に
、
「
誰
血
こ
を
「
誰
と
と
も
に
」
よ
り
も
「
誰
に
た
い
し
て
」
の
傾
き
で
解
し
う
る
句
が
存
在
し
、
し
か
も
そ
れ
が
、
検
討
中
の
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
七
勾
目
の
字
配
り
に
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
考しん
え
て
も
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
七
句
日
は
、
「
我
が
志
い
誰
に
亮
ぜ
ら
れ
ん
(
私
の
志
い
は
誰
に
信
じ
て
も
ら
え
よ
う
)
」
と
読
み
う
る
可
能
性
が
大
き
い
、
と
判
断
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
五
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
の
第
+
八
句
|
|
「
惟
良
知
」
の
解
釈
で
は
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
人
句
目
「
賞
心
惟
良
知
」
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
十
八
何
回
に
、
李
普
は
一
件
の
み
付
注
し
て
い
る
。
下
三
字
に
対
し
て
、
「
尚
書
」
の
次
の
五
字
を
引
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
す
ば
ら
し
い
、
顕
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
よ
。
(
時
惟
良
、
額
哉
)
現
行
の
『
尚
書
』
君
陳
篇
に
あ
る
、
周
の
成
王
が
、
臣
下
の
君
陳
(
鄭
AM)
つ
か
み
玄
は
周
八
ム
の
子
で
あ
る
と
す
る
)
を
「
鳴
呼
、
人
に
臣
え
て
戚
な
カ
〈
t
E
こ
こ
あ
ら
若
く
な
ら
ば
、
時
れ
惟
れ
良
し
、
顕
わ
れ
ん
か
な
(
鳴
呼
、
巨
人
成
若
、
時
惟
良
、
額
哉
)
」
と
称
え
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
李
普
注
を
襲
、
つ
解
釈
は
、
管
見
の
限
り
の
先
行
研
6
究
に
見
当
た
ら
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が
五
臣
の
注
に
拠
っ
て
い
る
。
五
3
臣
の
呂
向
の
注
は
、
以
下
の
よ
う
に
簡
明
直
裁
で
あ
る
。
良
は
美
、
知
は
友
で
あ
る
。
(
良
、
美
、
知
、
友
也
)
。
五
匡
は
、
該
句
の
助
字
「
惟
」
の
あ
と
の
「
良
」
と
「
知
」
を
区
切
よ
ら
ず
に
連
続
さ
せ
、
「
良
知
」
を
「
美
き
友
」
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
後
も
、
明
の
張
鳳
翼
は
「
良
知
は
、
知
己
な
り
」
、
関
斉
華
は
「
良
知
は
、
知
己
の
友
な
り
」
、
消
の
沈
徳
潜
は
「
良
知
は
、
良
友
を
謂
う
」
と
い
う
。
方
東
樹
は
「
良
知
を
、
五
臣
は
友
だ
と
解
し
て
い
る
。
妥
当
だ
が
、
ま
だ
完
墜
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
知
己
同
志
で
あ
る
者
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
友
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
(
良
知
、
五
臣
以
矯
友
。
是
也
、
而
未
輩
。
此
一
言
知
己
同
志
者
耳
。
非
概
指
友
也
)
」
と
記
す
。
方
東
樹
は
、
五
臣
注
の
合
意
を
さ
ら
に
限
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
五
臣
注
に
即
し
て
い
る
こ
と
は
変
わ
り
が
な
い
。
近
代
の
注
釈
者
各
位
も
同
様
で
あ
る
。中
に
は
、
李
普
注
が
妥
当
で
な
い
と
明
言
す
る
先
達
も
い
る
。
清
の
梁
章
釘
が
い
う
。
「
賞
、
心
惟
良
知
」
を
、
(
巴
)
尚
は
「
良
は
美
、
知
は
友
で
あ
る
」
と
付
注
す
る
。
李
注
は
『
尚
書
』
の
「
時
れ
惟
れ
良
し
、
顕
わ
れ
ん
か
な
」
を
引
く
が
、
(
こ
れ
で
は
)
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
(
賞
心
惟
良
知
、
尚
注
良
美
知
友
也
。
李
注
引
尚
書
時
惟
良
瀬
哉
、
不
知
所
都
)
日
本
の
文
選
学
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
る
斯
波
六
郎
氏
も
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
[
]
内
は
原
文
の
割
注
で
あ
る
。
案
ず
る
に
、
此
の
詩
「
良
知
」
一
一
宇
是
れ
一
語
に
し
て
「
惟
良
」
是
れ
語
を
矯
す
に
非
す
。
[
此
の
詩
の
解
豹
軒
先
生
の
大
教
を
仰
げ
り
]
。
然
る
に
、
君
陳
篇
の
俸
に
「
是
惟
良
臣
則
君
額
明
於
世
」
と
謂
へ
ば
、
其
の
経
は
則
ち
「
惟
良
」
連
ね
読
む
べ
く
、
此
の
詩
「
惟
良
知
」
と
其
の
誼
同
じ
か
ら
ざ
る
な
明
。
李
普
の
引
く
『
尚
書
」
の
文
は
、
「
惟
良
」
の
あ
と
に
句
点
が
入
る
の
に
対
し
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
八
旬
日
は
「
「
良
知
』
二
字
」
が
い
み
「
一
語
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
「
誼
」
が
違
う
、
と
す
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
鈴
木
虎
雄
氏
の
解
釈
で
も
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
、
割
注
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
十
八
句
目
の
「
惟
良
知
」
は
、
右
の
よ
う
に
李
善
注
を
退
け
、
五
臣
注
に
依
拠
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
惟
良
知
」
に
先
だ
っ
「
賞
心
」
の
「
賞
」
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
六
本
の
拙
稿
で
、
そ
の
内
実
を
あ
る
程
度
記
述
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
賞
」
字
に
は
、
た
ま
う
ほ
め
る
句
か
い
ず
る
そ
れ
が
「
錫
賛
」
意
に
せ
よ
「
賞
揚
」
意
に
せ
よ
「
心
解
」
意
に
せ
よ
、
共
通
し
て
二
者
間
の
や
り
と
り
の
像
が
、
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
は
甲
か
ら
乙
に
与
え
ら
れ
た
価
値
あ
る
何
も
の
か
に
対
し
、
乙
が
甲
に
、
そ
の
価
値
に
ぴ
た
り
と
合
致
す
る
、
別
の
何
も
の
か
を
与
え
か
え
す
像
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
像
を
、
少
な
く
と
も
『
世
説
新
語
』
中
に
用
い
ら
れ
る
「
賞
」
ま
で
は
、
濃
厚
に
保
持
し
て
い
る
と
考
え
う
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
『
世
説
新
語
』
に
先
だ
っ
陶
淵
明
や
謝
霊
速
の
詩
文
に
は
、
「
心
解
」
意
の
「
賞
」
が
多
く
、
そ
れ
は
与
え
ら
れ
た
価
値
に
対
し
て
、
理
解
と
感
動
を
与
え
か
え
す
こ
と
で
あ
る
こ
と
。
と
り
わ
け
謝
詩
の
「
賞
」
の
場
合
は
、
そ
れ
が
人
間
ど
う
し
の
や
り
と
り
に
限
ら
れ
ず
、
人
間
と
「
景
」
と
の
聞
の
や
り
と
り
と
考
え
ら
れ
る
例
が
存
在
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る。
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
人
句
目
の
「
賞
心
」
は
、
そ
の
誇
構
成
か
ら
、
「
賞
す
る
心
」
と
「
心
を
賞
す
る
こ
と
」
と
の
こ
様
に
考
え
ら
れ
る
。
7
右
に
記
述
し
た
「
賞
」
の
内
実
を
あ
て
は
め
れ
ば
、
「
与
え
ら
れ
た
伽
価
値
を
理
解
し
そ
れ
に
感
動
す
る
心
(
を
持
つ
人
、
あ
る
い
は
も
の
)
」
ω
か
、
「
あ
る
心
の
価
値
を
理
解
し
そ
れ
に
感
動
す
る
こ
と
(
の
で
き
明
る
人
、
あ
る
い
は
も
の
)
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
均
あ
る
価
値
と
そ
れ
へ
の
理
解
感
動
が
中
核
を
な
し
て
い
る
。
消
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
八
匂
日
を
、
五
臣
注
に
即
し
て
「
賞
心
は
詩
惟
れ
良
知
な
り
」
と
読
み
、
「
良
知
」
を
「
美
き
友
」
と
解
す
る
な
割
ら
ば
、
右
述
し
た
よ
う
に
、
あ
る
価
値
と
そ
れ
へ
の
理
解
感
動
を
泊
や
り
と
り
す
る
両
者
が
、
す
な
わ
ち
「
美
き
友
」
で
あ
る
こ
と
に
な
迎
る
。
し
か
し
如
上
の
両
者
が
、
五
臣
の
い
わ
ゆ
る
「
美
き
友
」
、
ぁ
翻
る
い
は
張
鳳
翼
の
い
わ
ゆ
る
「
知
己
」
、
関
脅
華
の
い
わ
ゆ
る
「
知
7
己
の
友
」
、
沈
徳
瀞
の
い
わ
ゆ
る
「
良
友
」
、
方
東
樹
の
い
わ
ゆ
る
「
知
3
己
同
士
主
で
あ
る
の
は
、
当
然
で
あ
り
、
言
わ
ず
も
が
な
で
は
な
い
の
か
。
つ
ま
り
、
十
八
匂
目
を
「
賞
心
は
惟
れ
良
知
な
り
」
と
し
、
相
手
の
価
値
を
理
解
し
感
動
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
心
を
持
つ
も
の
、
そ
れ
こ
そ
は
良
友
で
あ
る
と
解
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
同
義
反
覆
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
十
八
句
目
の
前
二
字
と
後
三
字
は
、
堂
々
巡
り
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
篇
の
最
終
句
を
、
こ
う
し
た
同
義
反
覆
で
し
め
く
く
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
の
か
。
も
と
よ
り
無
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
一
篇
中
で
も
重
要
と
目
さ
れ
る
最
終
句
を
、
同
義
反
覆
に
陥
ら
せ
る
五
臣
の
注
を
、
妥
当
な
解
釈
と
し
て
採
用
す
る
前
に
、
今
い
ち
ど
李
善
の
い
う
こ
と
に
耳
を
傾
け
て
も
、
遅
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
十
八
勾
日
に
対
し
、
李
普
は
先
述
の
と
お
り
、
『
尚
番
』
君
陳
篤
を
引
い
て
い
る
。
周
公
の
死
後
、
東
方
の
長
者
に
任
ぜ
ら
れ
た
君
陳
に
、
成
王
が
語
る
言
葉
で
あ
る
。
李
普
所
引
の
五
字
を
含
む
そ
の
く
だ
り
を
、
以
下
に
掲
げ
る
。
そ
ち
に
、
嘉
き
は
か
り
ご
と
や
嘉
き
道
筋
が
あ
れ
ば
、
参
内
し
て
朝
廷
に
て
そ
ち
の
君
主
(
た
る
わ
た
し
)
に
告
げ
よ
。
そ
ち
は
そ
の
の
ち
外
に
て
そ
れ
に
順
い
、
「
こ
の
は
か
り
ご
と
、
こ
た
ま
も
の
の
道
筋
は
、
我
が
君
の
徳
な
の
だ
」
と
言
え
。
あ
あ
、
人
に
臣
え
て
み
な
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
す
ば
ら
し
く
、
そ
の
君
が
世
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
(
爾
有
嘉
謀
嘉
猷
、
則
入
告
爾
后
子
内
。
爾
乃
順
之
子
外
、
目
、
斯
謀
斯
猷
、
惟
我
后
之
徳
。
鳴
呼
、
臣
人
成
若
、
時
惟
良
、
額
哉
)
{m-
8
「
鳴
呼
」
以
下
に
つ
い
て
は
、
偽
孔
伝
に
次
の
解
が
あ
る
。
3
感
歎
し
て
ほ
め
て
い
う
に
は
、
人
に
臣
え
る
者
が
、
皆
な
こ
の
道
に
順
え
ば
、
そ
れ
こ
そ
良
臣
で
あ
り
、
そ
れ
で
こ
そ
君
主
一
が
世
に
顕
わ
れ
る
、
と
。
(
歎
而
美
之
目
、
臣
於
入
者
、
皆
順
此
道
、
是
惟
良
臣
、
則
君
額
明
於
世
)
右
の
文
脈
に
即
す
な
ら
ば
、
「
抽
出
れ
良
き
」
で
あ
る
の
は
、
そ
の
直
つ
カ
み
か
く
の
ご
と
前
に
位
置
す
る
「
人
に
臣
え
て
成
な
若
き
」
人
物
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
篇
の
主
人
公
で
あ
る
「
君
陳
」
で
あ
る
。
「
惟
れ
良
き
」
に
接
続
す
る
「
顕
」
に
つ
い
て
は
、
「
顕
わ
れ
る
」
の
は
、
偽
孔
伝
の
い
わ
ゆ
る
「
君
」
で
あ
る
。
君
陳
篇
本
文
を
用
い
れ
ば
、
「
鳴
呼
」
に
前
置
す
る
「
我
后
の
徳
」
に
当
た
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
「
君
陳
」
に
よ
っ
て
「
顕
わ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
以
上
を
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
八
勾
日
の
「
賞
心
惟
良
知
」
に
重
ね
て
み
よ
う
。
ま
ず
「
惟
良
知
」
は
、
前
掲
の
梁
氏
や
斯
波
氏
は
批
難
す
る
け
れ
ど
も
、
李
普
注
に
拠
る
限
り
、
『
尚
書
』
の
文
言
ど
お
り
「
惟
良
」
と
「
知
」
と
に
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
「
惟
良
」
の
主
語
は
、
直
前
の
「
賞
心
」
と
な
る
。
「
賞
心
」
が
「
惟
れ
良
き
」
も
の
な
の
で
あ
る
。
で
は
末
字
の
「
知
」
は
ど
う
か
。
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
の
「
惟
良
知
」
は
、
基
づ
く
所
の
君
陳
篇
で
は
「
惟
良
瀬
」
に
当
た
る
。
「
額
」
を
「
知
」
に
置
き
換
え
た
形
で
あ
る
。
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
に
お
い
て
、
十
人
匂
目
末
字
は
押
韻
字
で
あ
る
か
ら
、
「
額
」
字
は
使
え
な
い
。
押
韻
の
関
係
も
あ
っ
て
「
顕
」
字
に
換
え
ら
れ
た
「
知
」
字
を
、
か
り
に
「
知
る
」
で
は
な
く
「
知
ら
れ
る
」
と
読
む
な
ら
ば
、
そ
れ
は
語
意
に
お
い
て
「
顕
わ
れ
る
」
に
近
似
す
る
。
と
も
に
、
対
象
の
属
性
が
非
明
示
性
か
ら
明
示
性
へ
と
移
行
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
十
八
句
日
は
、
「
賞
心
」
こ
そ
が
「
惟
れ
良
く
(
す
ば
ら
し
く
)
」
、
そ
の
「
賞
心
」
に
よ
っ
て
、
何
か
が
「
知
ら
れ
る
」
と
解
し
う
る
。
で
は
、
そ
の
「
知
ら
れ
る
」
も
の
と
は
な
に
か
。
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
の
直
前
の
十
七
句
目
は
「
我
が
志
い
し
ん
設
に
か
亮
ぜ
ら
れ
ん
」
と
読
み
得
た
。
「
我
が
士
山
い
」
は
誰
に
も
信
じ
て
も
ら
え
な
い
。
典
故
と
な
る
『
毛
詩
」
服
風
「
柏
舟
」
に
通
ず
る
暗
い
絶
望
を
、
十
七
句
目
は
洩
ら
す
。
こ
の
信
じ
て
も
ら
え
な
い
「
我
が
志
い
」
が
、
十
八
匂
目
末
字
の
「
知
」
の
対
象
、
す
な
わ
ち
「
知
」
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
あ
た
か
も
典
故
と
な
る
『
尚
書
』
君
陳
篇
に
お
い
て
、
「
君
陳
」
の
ふ
る
ま
い
こ
そ
が
「
惟
れ
良
く
」
、
「
君
陳
」
の
ふ
る
ま
い
に
よ
っ
て
王
が
「
瀬
」
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
、
「
賞
心
」
こ
そ
が
「
惟
れ
良
く
」
、
そ
の
「
賞
心
」
に
よ
っ
て
「
我
が
士
山
い
」
が
「
知
」
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
十
八
句
目
は
、
そ
う
言
っ
て
い
る
、
と
李
善
は
解
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
「
我
が
志
い
」
と
は
、
前
々
章
の
検
討
で
見
た
よ
う
に
、
十
五
・
六
匂
目
ま
均
げ
の
「
逝
き
て
将
に
秋
水
を
候
ち
、
景
を
息
ま
せ
旧
崖
に
仮
せ
ん
と
す
」
と
い
う
願
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
単
な
る
隠
逸
で
は
な
く
、
「
景
」
あ
ら
き
た
る
わ
が
身
が
「
見
」
わ
れ
ず
「
代
」
る
、
す
な
わ
ち
消
滅
す
る
、
と
い
う
境
涯
を
願
う
心
で
あ
る
、
と
解
し
得
た
。
で
は
、
「
我
が
志
い
」
が
「
知
」
ら
れ
る
契
機
と
な
る
「
賞
心
」
と
は
、
い
か
な
る
内
実
の
も
の
か
。
先
述
し
た
「
賞
」
の
コ
ア
・
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
て
い
い
か
え
れ
ば
、
あ
る
価
値
と
そ
れ
へ
の
理
解
・
感
動
が
、
詩
の
主
人
公
と
何
と
の
問
で
な
さ
れ
る
の
か
。
し
ん
十
七
句
目
に
「
誰
に
も
亮
じ
て
も
ら
え
な
い
」
と
い
う
以
上
、
そ
れ
は
、
主
人
公
と
「
人
」
と
の
問
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
他
の
謝
詩
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
主
人
公
と
景
(
山
水
)
と
の
間
関
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
い
や
む
し
ろ
、
そ
う
解
し
て
こ
そ
「
南
惟
亭
に
遊
ぶ
」
詩
の
初
二
聯
や
中
頃
の
「
津
蘭
」
聯
が
生
き
て
く
る
は
ω
ず
で
あ
る
。
食る制
六
む
す
び
に
代
え
て
|
全
篇
の
結
び
を
担
う
「
賞
心
」
詩
景
は
し
か
し
、
該
詩
の
初
聯
か
ら
第
七
聯
ま
で
の
検
討
に
見
た
と
別
お
り
、
主
人
公
に
時
の
流
れ
を
痛
感
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
お
も
避
の
悲
嘆
か
ら
超
脱
せ
ん
と
す
る
彼
の
「
志
い
」
が
、
第
八
聯
で
詠
じ
「
ま
か
げ
運
ら
れ
る
。
「
逝
き
て
将
に
秋
水
を
候
ち
、
景
を
息
ま
せ
旧
崖
に
岡
田
せ
鵬
ん
と
す
」
。
だ
が
、
続
く
十
七
句
目
で
、
彼
は
絶
望
し
か
け
る
。
「
我
し
ん
9
が
志
い
誰
に
か
亮
ぜ
ら
れ
ん
」
。
け
れ
ど
も
十
八
勾
目
、
彼
は
絶
3
望
の
中
に
「
賞
心
」
を
一
綾
の
光
と
し
て
見
出
す
。
「
賞
心
惟
れ
良
く
知
ら
れ
ん
」
。
「
我
が
志
い
」
が
、
誰
か
に
あ
る
い
は
何
か
に
、
「
知
」
ら
れ
る
奇
跡
。
そ
れ
は
「
賞
心
」
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
よ
う
。
主
人
公
の
絶
望
は
「
賞
心
」
に
よ
っ
て
希
望
に
転
ず
る
。
同
時
に
、
時
の
移
ろ
い
を
痛
感
さ
せ
る
歎
き
の
ゆ
え
ん
で
あ
っ
た
詩
中
の
景
は
、
「
我
が
志
い
」
が
「
知
」
ら
れ
る
よ
す
が
に
変
じ
て
、
そ
の
ま
ま
に
美
し
く
澄
み
わ
た
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
全
篇
の
結
び
を
担
う
十
八
匂
目
の
持
つ
意
味
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
李
普
は
そ
う
解
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
李
普
の
注
釈
に
能
う
限
り
即
す
る
か
た
ち
で
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
を
読
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
意
味
が
通
じ
な
か
っ
た
り
、
不
都
合
だ
っ
た
り
す
る
箇
所
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
李
善
注
に
添
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
聯
は
同
義
反
覆
の
堂
々
巡
り
を
ま
ぬ
が
れ
、
漸
層
的
に
深
み
を
増
す
表
現
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
よ
、つに田曲、っ。
最
終
聯
は
、
直
前
の
聯
と
緊
密
に
結
び
つ
き
つ
つ
、
該
詩
初
四
聯
に
詠
じ
ら
れ
た
景
を
、
時
の
流
れ
を
痛
感
さ
せ
る
歎
き
の
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
「
我
が
志
い
」
が
「
知
」
ら
れ
う
る
希
望
の
よ
す
が
と
し
て
と
ら
え
直
す
。
そ
の
希
望
を
果
た
す
契
機
と
し
て
、
「
賞
心
」
の
語
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
読
み
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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中
止
(
1
)
こ
れ
ま
で
の
試
み
は
、
以
下
の
拙
稿
に
記
し
た
。
「
中
国
古
典
に
お
け
る
「
賞
」
(
上
)
」
お
よ
び
同
「
(
下
)
」
(
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
」
四
四
お
よ
び
四
五
二
O
O七
年
六
月
お
よ
び
十
一
月
)
、
「
『
世
説
新
語
』
の
「
賞
」
」
(
『
六
朝
学
術
学
会
報
』
十
二
O
O九
年
三
月
)
、
「
李
普
注
「
事
無
高
翫
、
而
情
之
所
賞
、
即
以
矯
美
」
考
i
|
謝
霊
迎
「
従
斤
竹
澗
越
嶺
渓
行
」
詩
の
「
情
」
の
解
釈
に
関
わ
っ
て
l
l」
『
集
刊
束
洋
学
』
一
O
一
一
一
O
O九
年
五
月
)
、
「
謝
霊
運
詩
「
心
賞
」
考
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
O
五
号
二
O
一
一
年
五
月
)
、
「
謝
霊
運
詩
文
中
的
「
賞
」
和
「
情
」
!
ー
|
以
「
情
用
貨
為
美
」
句
的
解
釈
為
線
索
」
(
察
瑞
編
「
廻
向
自
然
的
詩
学
」
所
収
図
立
憂
湾
大
盤
T
出
版
中
心
二
O
一
二
年
七
月
)
。
(
2
)
「
文
選
』
は
尤
表
本
李
普
注
『
文
選
』
(
石
門
図
書
有
限
公
司
影
印
一
九
七
六
年
)
に
拠
り
、
『
唐
紗
文
選
集
註
議
存
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
二
O
O
O年
)
を
参
照
し
、
五
臣
注
は
お
も
に
足
利
学
校
裁
明
州
刊
本
(
人
民
文
学
出
版
社
影
印
二
O
O
八
年
)
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
謝
露
連
詩
に
つ
い
て
は
、
黄
節
『
謝
康
幾
詩
注
』
(
人
民
文
学
出
版
社
一
九
五
八
年
)
、
顧
紹
柏
「
謝
霊
連
集
校
注
』
(
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
八
七
年
)
等
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
『
楚
辞
」
は
王
逸
章
句
の
彩
明
本
(
芸
文
印
書
館
一
九
七
四
年
再
版
)
、
「
芸
文
類
茨
』
は
影
宋
刊
本
(
中
華
書
局
影
印
一
九
五
九
年
)
に
拠
り
、
他
は
注
記
の
な
い
限
り
四
部
議
刊
本
に
拠
っ
た
。
(
3
)
五
臣
の
呂
延
済
は
「
時
寛
、
謂
日
暮
之
時
。
覚
、
量
一
日
也
」
と
す
る
。
「
時
党
」
を
、
一
日
が
終
わ
る
こ
と
と
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
、
一
句
目
第
三
字
の
「
タ
」
、
お
よ
び
二
句
日
後
三
字
の
「
日
西
馳
」
と
意
味
が
重
複
す
る
。
そ
の
点
は
先
行
研
究
の
多
く
が
指
摘
し
て
い
る
。
(
4
)
李
普
の
引
用
は
招
魂
篇
の
一
句
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
の
線
れ
た
読
み
手
な
ら
、
そ
の
一
句
を
よ
す
が
に
、
前
後
や
注
を
記
憶
か
ら
蘇
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
我
々
世
代
の
初
期
T
V
っ
子
が
「
丸
い
地
球
の
水
平
線
に
」
と
耳
に
す
れ
ば
、
井
上
ひ
さ
し
・
山
元
護
久
作
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
烏
」
に
お
け
る
そ
の
前
後
の
歌
詞
を
た
だ
ち
に
想
起
し
う
る
よ
う
に
。
(
5
)
前
注
(
1
)
所
掲
「
謝
露
連
詩
文
中
的
「
賞
」
和
「
情
」
」
参
照
。
(
6
)
方
束
樹
『
昭
昧
魯
言
』
(
人
民
文
学
出
版
社
一
九
六
一
年
)
巻
五
。
賛
節
氏
は
、
方
東
樹
の
師
に
当
た
る
銚
鼎
の
説
で
あ
る
と
す
る
。
賞
節
氏
前
掲
書
三
八
頁
。
(
7
)
字
形
は
草
冠
の
有
無
の
み
が
異
な
る
。
字
音
は
韻
母
を
同
じ
く
す
る
。
や
や
後
の
例
に
な
る
が
、
梁
代
の
装
子
野
「
劉
札
碑
」
(
「
芸
文
類
緊
』
巻
三
七
)
や
劉
孝
締
「
訓
陸
長
史
僅
」
詩
(
『
文
苑
英
華
』
巻
二
四
O
)
に
、
「
薬
」
と
「
楽
」
が
押
韻
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
(
8
)
秋
水
時
至
、
百
川
槌
河
、
淫
流
之
大
、
雨
挨
渚
崖
之
問
、
不
鮮
牛
馬
。
於
是
育
、
河
伯
欣
然
自
喜
、
以
天
下
之
美
筋
量
在
己
。
順
流
而
東
行
、
至
於
北
海
。
来
函
而
視
、
不
見
水
端
。
於
是
駕
、
河
伯
始
旋
其
面
目
、
望
洋
向
若
、
而
欺
目
、
野
語
有
之
目
、
間
道
百
以
翁
莫
己
若
者
、
我
之
調
也
。
且
夫
我
嘗
間
少
仲
尼
之
問
、
而
軽
伯
英
之
義
者
、
始
吾
弗
信
。
今
、
我
附
子
之
難
窮
也
、
吾
、
非
至
於
子
之
門
、
則
殆
失
。
五
ロ
長
見
笑
於
大
方
之
家
。
(
9
)
現
行
の
『
詩
経
』
に
見
る
限
り
で
は
あ
る
が
、
本
文
中
ほ
か
に
「
亮
」
字
が
な
く
、
も
と
よ
り
「
亮
、
信
也
」
と
い
う
毛
伝
も
見
出
せ
な
い
。
「
諒
、
信
也
」
と
い
う
毛
伝
も
、
ほ
か
に
見
当
た
ら
な
い
。
(
叩
)
「
歎
逝
賦
」
李
普
注
所
引
「
爾
雅
」
の
「
郭
瑛
注
」
に
拠
る
。
(
日
)
李
善
が
該
詩
に
「
沈
約
宋
番
目
、
震
迎
隙
疾
束
崎
、
曾
稽
太
守
孟
顕
乃
表
其
異
志
。
盛
運
馳
往
京
都
、
諸
閥
上
表
。
太
祖
知
其
見
認
、
不
罪
也
、
不
欲
使
東
町
、
以
潟
臨
川
内
史
」
「
今
適
臨
川
」
と
付
注
し
、
五
臣
の
劉
良
も
「
至
石
頭
城
、
故
作
此
詩
」
と
承
け
て
い
る
。
(
ロ
)
『
文
選
』
に
は
ほ
か
に
、
「
寅
亮
」
「
亮
釆
」
と
い
う
『
尚
書
』
の
託
聞
を
用
い
た
文
が
三
例
あ
り
、
こ
れ
ら
に
李
普
は
『
尚
書
』
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
付
注
し
て
い
る
。
巻
五
十
六
所
収
班
固
「
封
燕
然
山
銘
井
序
」
、
巻
五
十
八
所
収
王
倹
「
格
淵
碑
文
井
序
」
を
悲
9
田川。
間
(
日
)
賀
氏
前
掲
書
七
四
頁
、
願
氏
前
掲
番
一
八
四
頁
o
以
下
に
つ
い
て
(
は
、
黄
番
九
七
買
、
願
書
一
八
三
頁
。
ル
(
U
)
陸
徳
明
「
尚
書
音
義
」
に
「
鄭
注
、
雄
記
云
、
周
公
之
子
」
と
あ
止
る
。
「
櫨
記
」
と
は
、
君
陳
篇
の
も
と
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
『
雄
記
』
均
坊
記
篇
を
指
す
。
功
(
日
)
張
鳳
翼
『
文
選
纂
註
評
林
』
(
清
初
・
虚
之
聞
重
訂
本
東
北
大
静
学
図
書
館
蔵
)
巻
十
、
関
商
華
『
文
選
愉
註
』
(
清
桐
維
貞
重
修
制
本
同
蔵
)
巻
十
一
、
沈
徳
潜
「
古
詩
源
』
(
中
華
脅
局
捕
一
九
六
三
年
)
巻
十
、
方
束
樹
前
掲
書
巻
五
。
「
中
(
刊
日
)
梁
寧
矩
『
文
選
努
麓
』
(
光
緒
八
年
刊
本
東
北
大
学
図
書
館
蔵
)
郡
巻
二
十
一
。
謝
(
げ
)
斯
波
六
郎
『
文
選
李
善
注
所
引
尚
書
孜
詮
』
一
九
八
二
年
)
一
一
七
三
頁
。
(
団
)
前
注
(
1
)
参
照
。
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(
汲
士
白
書
院
(
四
)
「
坊
刻
孔
傍
本
尚
書
君
陳
亦
多
く
「
成
若
時
」
の
下
に
於
て
句
す
る
」
け
れ
ど
も
、
「
「
時
」
の
字
、
下
に
属
す
る
こ
と
益
、
明
か
」
で
あ
る
ゆ
え
ん
は
、
斯
波
氏
前
掲
書
二
七
四
頁
に
考
証
が
あ
る
。
(
却
)
前
述
し
た
よ
う
に
『
躍
記
」
坊
記
篇
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
が
、
そ
の
鄭
玄
注
は
、
偽
孔
伝
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
李
普
が
「
櫨
記
』
で
は
な
く
『
尚
書
』
を
引
い
た
の
は
、
該
文
を
『
尚
書
』
の
文
脈
で
読
ま
せ
た
い
意
図
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
数
年
前
に
、
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
詩
第
十
八
句
目
の
「
惟
良
知
」
に
つ
い
て
、
そ
の
五
臣
注
の
解
釈
が
『
尚
香
』
と
異
な
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
当
時
熱
心
に
『
尚
書
』
を
読
ん
で
い
た
、
本
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
の
高
戸
聴
氏
(
現
在
、
同
研
究
科
助
教
)
で
あ
っ
た
。
彼
の
こ
だ
わ
り
に
触
発
さ
れ
て
、
筆
者
も
、
自
身
が
従
来
漠
然
と
抱
い
て
き
た
「
惟
良
知
」
解
釈
へ
の
疑
念
に
、
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。
